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追加意見・コメントへのご回答

<No.2>

• 最初の数年は「日々発生するＡＬＰＳ処理水」と「タンクに貯留されているＡＬＰＳ処理
水等」は、どの程度の比率で放出されるのか。今後の計画について大枠を示すこと。

<No.4>

• 二次処理した処理水の放出が始まるのはいつになるのか。またその量はどの程度になるか
計画の大枠について説明すること。
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<No.2,4回答>

【放出開始当初】

• 測定・確認用設備であるK4タンク群に新たなALPS処理水を受けられるようにするため、
測定・確認用設備内の「タンクに貯留されているALPS処理水等」約3万m3をまず放出する。

• この実施にあたっては、政府方針を踏まえ慎重に少量での放出から開始する。

【通常運用時】

• 「日々発生するALPS処理水」と「タンクに貯留されているALPS処理水等」のうち、トリ
チウム濃度の薄いものを優先して放出する。

• 現時点において、「日々発生するALPS処理水」のトリチウム濃度は約20万Bq/Lであるた
め、「タンクに貯留されているALPS処理水等」のうち20万Bq/Lを下回るタンクの放出が
完了以降は「日々発生するALPS処理水」の放出が優先される。比率については次頁参照。

【二次処理】

• 二次処理後のALPS処理水の貯留するタンクの確保ができた以降、処理途上水を二次処理し
て放出する。二次処理の対象水量は約85万m3であり、ALPS3設備の中で日々発生する汚染
水を処理する設備と二次処理する設備に振り分けて処理を行う。二次処理の開始は2020年
代中頃を想定している。



【放出比率】

• 将来の汚染水発生量として100m3/日を仮定した場合、A:B＝約7兆:約15兆＝約1:2

• 年間トリチウム放出量を22兆Bq/年より少なくした場合にはBの比率が減少する。

• 一方、汚染水発生量の低減やトリチウム濃度の低下により、Bの比率が増加する。
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ALPS処理水タンク

処理途上水タンク

二次処理

逆浸透膜
装置

多核種
除去設備

建屋
セシウム
吸着装置

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ処理水
(ALPS処理前水)

淡水化
装置

濃縮側雨水・
地下水等

淡水側

多核種
除去設備

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ処理水タンク
（ALPS処理前中継タンク）

約130m3/日
(2021年度平均)

海水移送ポンプ
取水した海水と混合・希釈し
放水立坑に移送する

緊急
遮断弁

測定・確認用設備

試料採取・分析

希釈後トリチウム濃度
1,500ﾍﾞｸﾚﾙ／㍑未満

希釈設備

ALPS処理水
移送ポンプ

測定・確認用タンク

移送設備

放水口

放水立坑
（上流水槽）

放水立坑
（下流水槽）

放水設備

放水トンネル

5号機取水路

海水配管ヘッダ

（淡水化装置入口トリチウム濃度：約20万Bq/L※1）

B.タンクに貯留されているALPS処理水等
（平均トリチウム濃度：約62万Bq/L※2）

※1:淡水化(RO)装置入口水
※2:2021/4/1時点評価値

A.日々発生するALPS処理水
【汚染水発生量:100m3/日の場合】
20万Bq/L×100m3/日×365日×1000L/m3＝約7兆Bq

22兆Bqー約7兆Bq=約15兆Bq



【将来の貯水量の減少見通し】

• 海洋放出完了を2051年とし、敷地利用に影響を与えない範囲で、年間トリチウム放出量が
出来るだけ少なくなるようシミュレーションを実施している。

• 貯水量の見通しは下図青実線の通り。2030年頃には約100万m3の貯水量となるよう、
約40万m3を放出し約5～約11万m2の敷地を確保することで、2020年代に着工が必要な施
設を設置出来る見通しである。
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令和3年度第5回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 資料1より抜粋
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令和3年度第5回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 資料1を加工

タンク容量及びALPS処理水等貯水量

2030年頃には約100万m3の貯水量となるよう、
約40万m3を放出し約5～約11万m2の敷地を
確保することで、2020年代に着工が必要な
施設を設置出来る見通し
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令和3年度第5回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 資料1を加工

海水希釈前トリチウム平均濃度
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年間トリチウム放出量及び累積トリチウム放出量

令和3年度第5回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 資料1を加工
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年間トリチウム放出量
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令和3年度第5回福島県原子力発電所安全確保技術検討会 資料1を加工

ALPS処理水平均流量
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海水希釈後トリチウム濃度
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タンク内トリチウム総量

破線は、タンク保管後の減衰を
考慮しないと仮定した場合のグラフ
（前年度末タンク内トリチウム総量
＋ 当該年度の日々発生するALPS処理水に

含まれるトリチウム総量
ー 当該年度の年間トリチウム放出量）



12

【参考】RO装置入口トリチウム濃度

※ 2015/4/30以降のデータは当社HP「福島第一原子力発電所における日々の放射性物質の分析結果」に掲載のデータ
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【参考】タンク内のトリチウム濃度と保有水量
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最大216万Bq/L

※2021年4月1日までの減衰補正を実施※


